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第２節　学校教育課 

 

　　　〔総括概要〕　 

 

栃木市総合計画「基本方針・3」に基づき、人生の礎となる「生きる力」を身に付

けた子どもたちをしっかりと育てることができるよう、各種事務事業を実施し、未

来を担う栃木市の子どもが「自分のよさをのびのびと発揮し、自らの意志で自らの

人生をいきいきと切り拓く力」（生きる力）を育むことを目指した。 

まず、学力向上については、教員の授業力の向上に向けたリーフレット「とち介

の学び」をもとに、訪問の要請を受けた小中学校に対して指導助言を行った。3学期

には、市内全42小中学校に対して、指導主事による学力向上に係る学校訪問を実施

し、校長と学習指導主任から各校の成果と課題を確認した。また、放課後教室につ

いては、本年度も市内小学校で開催し、基礎基本の定着と学習意欲の向上を図った。

更に、学力向上推進研究校として令和5･6年度の2か年、西方ブロックの小中学校を

指定し、教員の指導力の向上と全ての子どもたちに対する学びやすさを目指した指

導、支援の方法について研究を進めた。 

GIGAスクール構想により、令和3年度に児童生徒一人につき一台のタブレット端

末が市内全校に配置され、本年度においても、各校において、授業等での端末の活

用や臨時休校等でのオンライン学習の活用が一層進んだ。 

小中一貫教育については、「栃木市小中一貫教育ガイドライン」をもとに、市内

13の中学校ブロックで、小中合同研修会や推進委員会、合同学校運営協議会を開催

し、地域ぐるみでの小中一貫教育を推進した。 

人権教育については、寺尾ブロックを人権教育実践研究校に指定し、2か年の研究

の最終年度として「多様性を認め合い、生き生きと自己表現する児童生徒の育成」

を目指した研究を推進し、公開研究発表会を実施した。 

道徳教育については、令和5･6年度の2か年、栃木東ブロックの小中学校を道徳教

育推進研究校に指定し、「思いやりの心をもち、互いに助け合い協力し合う児童生

徒の育成～考え、議論する道徳科の授業の充実を通して～」を目指した研究を推進

した。 

グローバル教育については、小学校では、1つの学校に複数の外国語指導助手（ALT）

が一日訪問し、全児童が英語によるコミュニケーション活動を体験する「グローバ

ルデー」を4校で実施、中学校では、市内の全生徒がALTと1対1でコミュニケーショ

ンを体験する「コミュニケーションチャレンジ（スピーキングテスト）」を実施し

た。更に、グローバル教育プログラム実践研究校として令和5･6年度の2か年、栃木

西ブロックの小中学校を指定し、多面的・多角的な視点から物事を捉え、考えを伝

え合う力の育成を目指した実践を進めるなど、栃木市グローバル教育基本計画実施

計画に資する教育活動や事業を展開し、本市グローバル教育の基本理念「多様な他

者と協働して課題を解決できる児童生徒の育成」の具現化に向けた研究を推進した。 

　　　　いじめ対策の取組としては、いじめ問題に対する児童生徒の主体的な行動を推進

することを目的とし「“あったか栃木”いじめ防止子どもフォーラム」をオンライ
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ンで開催した。 

 

 学務係  

 

１　学務に関する事業　 

(1)　児童生徒の就学に関する事務　 

小中学校児童生徒就学状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

(2)　教科書無償給与事務　　 

　　　小中学校児童・生徒教科書給与事務　（単位：冊） 

(3)　教師用教科書及び指導書等購入貸与事務　　 

　小中学校の教師用教科書及び指導書等を購入し貸与した。 

(4)　臨海自然教室実施事業　　 

　    とちぎ海浜自然の家での集団宿泊生活を通じて学校教育活動を行う、臨海自然教室

を実施する事業である。令和5年度は市内28校で実施した。 

（1校は隔年実施のため本年度未実施） 

 

(5)　特色ある学校づくり奨励補助金事業　　 

　    学校独自の「特色ある学校づくり」を推進することを目的として、学校が実施する

特色ある教育活動に要する経費に対し、補助金を交付した。 

　　　・市内40の小中学校で実施、交付金額1,900,000円 

 
区　　分

小 学 校 中 学 校

 児童数 学級数 生徒数 学級数

 令和4年5月1日 7,150 336 3,823 156

 令和5年5月1日 7,080 337 3,743 153

 比　較   -70 　1      -80    -3

 区　分 冊　数

 
小
学
校

前期用 63,665

 前期転学用 192

 後期用 12,860

 後期転学用 237

 
中
学
校

前期用 35,938

 前期転学用 126

 後期用 -

 後期転学用 83

 合　計 113,101

 区　分 冊数（冊） 費用（円）

 教師用教科書　前後期用 490 339,937

 教師用指導書等　前後期用 6 53,570

 合　計 496 393,507
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  教職員係  

 

１　教職員に関する事業　　 

(1)　教職員の人事事務(県費負担職員)　  

年度末における完退者及び定期異動に伴う転退者、転採者、転勤者あるいは新採者

について、それに関する書類作成、辞令交付式の開催、また、年度途中における産育

休者、傷休者等についてその休暇承認や補充者採用の内申等を行った。 

　　　　　　　　　　　　 　　（のべ人数　単位：人） 

(2)　教職員の服務・管理に関する事務(県費負担職員)　  

・年度末教職員人事異動に伴う学校管理事務説明会 

・人事異動に伴う事務 

・学級編制に関する事務 

・学校事故に関する事務 

・各種選考試験に関する事務 

・教職員評価制度に関する事務 

・表彰に関する事務 

・公務災害に関する事務 

・教員免許制度に関する事務 

・教職員の履歴に関する事務 

(3)  教職員の給与内申発令関係事務　　 

　　 教職員の昇給の時期は、4月1日であり、その約1か月前に届いた定期昇給昇格内申

書の内容について昇給予定者の記載漏れはないか、昇給延伸該当者で昇給として記載

されている者はいないか等の点検を行った後、県教育委員会に内申を行った。 

(4)　教職員団体に関する事務　　 

　　　地方公務員法及び職員団体の登録に関する条例・規則に基づいた教職員団体に関す

る事務を行った。 

 

  指導係  

 

１　指導に関する事業 

(1)　学校訪問指導　　 

学校運営、学習指導、生徒指導、人権教育等に関して指導した。 

ア　共同訪問 

　　大宮北小、皆川城東小、大平東小、大平南小、静和小、寺尾中、藤岡中 

 完退者 転退者 転勤者 転採者 新採者

 31 69 198 56 36

 傷休者 休職者 介休者 産休者 育休者

 15  9   1 22 62
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イ　研究学校 

(ｱ)　市指定人権教育実践校 

・寺尾小、寺尾中 

(ｲ)　市指定学力向上推進研究校 

・西方小、真名子小、西方中 

　 　(ｳ)　市指定道徳教育推進研究校 

　　　　　・栃木第三小、栃木東中 

(ｴ)　市指定グローバル教育プログラム実践研究校 

・栃木中央小、栃木第五小、栃木西中  

 

ウ　学校訪問実施状況 

 No 学校名 教科等 期日 備考

 1 栃木中央小 国語・社会 6 月 30 日 金 グローバル教育研究校

 2 栃木中央小 算数・理科 11 月 15 日 水 グローバル教育研究校

 3 栃木第三小 講話 5 月 18 日 木 道徳教育推進研究校

 4 栃木第三小 道徳（2 授業） 11 月 1 日 水 道徳教育推進研究校

 5 栃木第三小 道徳 1 月 17 日 水 道徳教育推進研究校

 6 栃木第四小 英語 9 月 22 日 金

 7 栃木第四小 国語 11 月 24 日 金

 8 栃木第五小 社会・理科 10 月 24 日 火 グローバル教育研究校

 9 南小 国語 10 月 4 日 水

 10 大宮南小 講話 5 月 10 日 水 カリキュラムマネジメントについて

 11 大宮南小 国語 10 月 11 日 水

 12 大宮北小 講話 6 月 21 日 水 学級づくりについて

 13 大宮北小 教科等（6 授業） 9 月 28 日 木 共同訪問

 14 大宮北小 講話・演習 11 月 1 日 水 プログラミングについて

 15 皆川城東小 教科等（2 授業） 5 月 24 日 水

 16 皆川城東小 国語 10 月 18 日 水

 17 吹上小 算数 10 月 5 日 木

 18 千塚小 算数 11 月 22 日 水

 19 寺尾小 国語 6 月 7 日 水 人権教育実践校

 20 寺尾小 社会 11 月 16 日 木 人権教育実践研究公開授業

 21 国府南小 講話 6 月 14 日 水 学びの UD について

 22 国府南小 社会 11 月 15 日 水

 23 国府北小 国語(2 授業) 11 月 24 日 金

 24 大平東小 講話 5 月 17 日 水 思考ツールについて

 25 大平東小 教科等（2 授業） 10 月 30 日 月 共同訪問

 26 大平南小 教科等（3 授業） 9 月 21 日 木 共同訪問
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 27 大平南小 国語 11 月 1 日 水

 28 大平西小 国語 9 月 20 日 水

 29 大平西小 社会 11 月 22 日 水

 30 大平中央小 国語 7 月 5 日 水

 31 大平中央小 国語 12 月 1 日 金

 32 藤岡小 算数 10 月 25 日 水

 33 部屋小 講話 8 月 3 日 木 授業づくりについて

 34 部屋小 国語 10 月 30 日 月

 35 赤麻小 講話 6 月 21 日 水 学びの UD について

 36 赤麻小 指導案検討 8 月 1 日 火

 37 三鴨小 算数 6 月 14 日 水

 38 三鴨小 算数 9 月 13 日 水

 39 合戦場小 国語 6 月 28 日 水

 40 合戦場小 国語 10 月 25 日 水

 41 家中小 体育 6 月 21 日 水

 42 家中小 講話 7 月 31 日 月 授業改善について

 43 赤津小 指導案検討 10 月 20 日 金

 44 赤津小 体育 11 月 15 日 水

 45 西方小 国語 6 月 19 日 月 学力向上推進研究校

 46 西方小 国語 11 月 14 日 火 学力向上推進研究校

 47 真名子小 国語 6 月 22 日 木 学力向上推進研究校

 48 真名子小 算数 10 月 26 日 木 学力向上推進研究校

 49 岩舟小 国語(2 授業) 9 月 29 日 金

 50 静和小 教科等（3 授業） 6 月 6 日 火 共同訪問

 51 静和小 算数 6 月 28 日 水

 52 静和小 算数 11 月 21 日 火

 53 小野寺小 社会 7 月 5 日 水

 54 小野寺小 社会 10 月 11 日 水

 55 栃木東中 英語 6 月 28 日 水 道徳教育推進研究校

 56 栃木東中 道徳 10 月 25 日 水 道徳教育推進研究校

 57 栃木西中 講話 5 月 31 日 水 グローバル教育研究校

 58 栃木西中 社会 11 月 29 日 水 グローバル教育研究校

 59 栃木南中 講話 9 月 20 日 水 情報セキュリティについて

 60 東陽中 講話 8 月 2 日 水 情報セキュリティについて

 61 皆川中 道徳 11 月 15 日 水

 62 吹上中 国語 10 月 16 日 月

 63 寺尾中 教科等（2 授業） 6 月 19 日 月 共同訪問

 64 寺尾中 保健体育 10 月 25 日 水 人権教育実践校
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・学校課題　【別表】学校課題・研究主題等一覧参照 

(2)　教育研究発表会　　 

市内の保育園、認定こども園、小・中・高等・特別支援学校等の教職員を対象に、

学校や個人等で取り組んできた教育実践研究の成果を発表して共有し、教職員の資質

及び指導力の向上並びに市内の園児・児童・生徒の健全な育成を図ることを目的に行

った。 

　　　・発表方法　　録画による動画の限定配信（口頭発表） 

　　　　　　　　　　市教育研究所ホームページへの文書データの掲載（紙上発表） 

　　　・配信日時　　1月26日（金）午前10時～2月29日（木） 

・口頭発表　　13件（小学校6件、中学校3件、高等学校3件、人権教育研究ブロック

1件) 

・紙上発表　　4件（小学校2件、中学校1件、高等学校1件) 

 (3)　人権教育研修　　 

各人権課題に対する人権教育主任としての見識を高め、教職員としての資質向上を

図るために小中学校の人権教育主任等を対象に人権教育研修会を開催した。 

また、寺尾ブロックの小中学校を人権教育実践校に指定し、人権感覚を磨き、自ら

考え判断し、自ら行動する児童生徒の育成を目指した実践的な研究を実施した。 

ア　第1回栃木市人権教育研修会 

・実施日　11月16日（木） 

・内　容　市指定人権教育実践校の人権教育公開研究発表会への参加 

・参加者　各小中学校から1名ずつ 

イ　研究指定校(寺尾ブロック：寺尾中、寺尾小)での取組 

(ｱ)　公開研究発表会の実施 

　　　　　・実施日　11月16日（木）  
・内容　　全体会 

　　　　　公開研究授業（寺尾中：保健体育　寺尾小：社会） 

　　　　　分科会　 

(ｲ)　研究推進委員会と研究企画部会の開催 

　　・小中学校が連携した研究を推進するための会議の実施  

 65 寺尾中 保健体育 11 月 16 日 木 人権教育実践研究校

 66 大平中 講話 5 月 17 日 水 特別支援教育について

 67 大平中 学級活動 9 月 20 日 水

 68 藤岡中 英語 6 月 15 日 木

 69 藤岡中 道徳 9 月 21 日 木

 70 藤岡中 教科等（3 授業） 11 月 13 日 月 共同訪問

 71 都賀中 英語 6 月 20 日 火

 72 都賀中 学級活動 10 月 17 日 火

 73 西方中 講話 6 月 23 日 金 学力向上推進研究校

 74 西方中 数学 11 月 22 日 水 学力向上推進研究校
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　　　　研究推進委員会(校長、教頭、教務主任、研究担当者) 

　　　　　実施回数 3回　4月12日(水)、9月4日(月)、1月10日(水) 

　　　　研究企画部会(教務主任、研究担当者) 

　　　　　実施回数  8回　4月12日（水）、5月10日（水）、6月30日(金)、 

8月1日（火）、9月20日（水）、10月25日（水） 

12月14日（木）、1月17日（水） 

(4)　特別支援教育関係事業　　 

特別支援教育に関わる人材を育成し、児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた指

導法や校内支援体制の整備について学び、資質の向上を図るため、研修会等を開催し

た。 

ア　特別支援教育コーディネーター連絡会議 

　　・実施回数　1回 

　　・対　　象　特別支援教育コーディネーター　参加者42名 

イ　児童生徒支援研修会 

・実施回数　1回　　　  　　　 

　　・対　  象　特別支援教育コーディネーター　児童生徒指導担当　参加者82名　　 

ウ　通級指導教室担当者研修会 

・実施回数　1回　　　  　　　 

　　・対　  象　通級指導教室担当者　参加者15名 

エ　通級指導教室担当者事務連絡会議 

　　・実施回数　1回　　　  　　　 

　　・対　  象　通級指導教室担当者　参加者15名 

オ　学校支援員研修会 

・実施回数　2回　　　　　　　 

・対　  象　全支援員　　参加者61名 

カ　特別支援学級担当者研修会　　　　 

　　・実施回数　1回　　　  　　　 

　　・対　  象　特別支援学級担当者　参加者82名 

キ　臨床心理士や学校教育支援専門員による全校巡回訪問支援等 

(5)　幼・保・小連絡協議会　　 

　　　栃木市内の幼稚園、保育園、認定こども園及び小学校の連携を図ることにより、幼

児・児童の教育効果を一層高めるために、研修会等を計画した。 

　　ア　代表者会議（年2回） 

第1回、第2回ともにオンラインにて実施　 

　　イ　研修会 

　　　　実施回数　2回 

　　　　参加者　保育園・認定こども園・小学校・特別支援学校教職員　 

　　　　　　　　第1回（国府公民館）　計66名 

　　　　　　　　第2回（国府公民館）　計60名　　 

ウ　幼保小教職員相互職場体験研修　 
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保育園・認定こども園から小学校へ　23名 

小学校から保育園・認定こども園へ　29名 

(6)　地域ぐるみ児童生徒指導　　 

　　　児童生徒の健全育成を図るため、学校と家庭、地域が連携し、各中学校区での情報

交換や教育講演会の開催、小・中・高の異校種間による合同研修会等を実施した。 

ア　13中学校区児童生徒指導連絡協議会等 

　　各中学校区で教育講演会や健全育成推進活動等を展開 

・実施期間　6月～2月 

イ　栃木市児童生徒指導研究会 

　　　　異校種間の情報交換や合同研究会を開催 

　　　 ・実施期間　4月～3月 

ウ　児童生徒支援研修会 

　　　小学校児童指導主任、中学校生徒指導主事、特別支援教育コーディネーターによ

る合同研修会を開催　 

　　　　・実施日　8月18日（金） 

エ　各部会 

(7)　教育支援センターに関する事務　　 

教育支援相談員等が、不登校及び不登校傾向にある児童生徒に対して、学校復帰を

含む社会的自立に向けた指導及び支援を行ったほか、保護者に対する教育相談を行っ

た。 

・教育支援センター通級人数　61人（学校復帰人数52人） 

　　　　　　　　　　（単位：件） 

(8)　スクールソーシャルワーカー配置事業　　 

　　　社会福祉の専門的な知識技術を有するスクールソーシャルワーカーを2名配置し、

学校内や家庭生活において問題を抱える児童生徒に対して、家庭、学校、地域の関係

機関をつなぎ、問題の解決を図った。 

　　ア　実施状況 

　　　　・対応件数　198件（うち終結した件数71件、他機関へ引き継いだ件数71件、引

き続き対応している件数56件） 

(9)　防災教育推進事業　　 

児童生徒が災害発生時に、自ら危険を予測し回避するために、災害に関する知識に

 部会名 実施回数または実施日

 中学校部会 毎月1回

 中・高部会 11月7日（火）

 来所相談 2,577

 電話相談 1,482

 学校訪問 26

 家庭訪問 5

 合　　計 4,090
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基づいて的確に判断し、迅速に行動する力や、自他の生命を尊重し、最善を尽くし「主

体的に行動する」態度を育成するための防災教育の充実を図った。 

ア　栃木市防災教育基本プログラムの活用 

・各校の各教科等の年間指導計画上に防災教育との関連を明記、栃木市防災教育

基本プログラムを活用した防災教育の系統的・計画的な実施（実施校数：42校） 

イ　実践的体験活動の充実 

　　　　・緊急地震速報等を活用した実践的な避難訓練を実施(実施校数：42校) 

(10)　小中一貫教育推進　　 

　　　「栃木市小中一貫教育ガイドライン」をもとに、平成29年度から市内全小中学校で

実施している。 

　　　各中学校ブロックで設定した目指す子ども像の実現のために、重点目標を設定しブ

ロックならではの義務教育9年間の一貫性のある教育を推進した。 

　　ア　各ブロック重点目標 

 No ブロック名 重点目標

 1 栃木東ブロック ・学び合う活動を通じて自分の考えを深めたり広げたりでき

る子どもの育成（振り返り活動の充実） 

・目標に向かって主体的に行動したり協働したりできる子ど

もの育成（自己有用感を高める系統的な行事・生徒指導の

積み重ね）

 2 栃木西ブロック ・主体的に学びに向かう子どもの育成 

・自ら進んで「あいさつ」のできる子どもの育成

 3 栃木南ブロック ・自ら考え、共に学び、自信をもって表現できる子の育成 

・子どもの多様な考えを生かす授業の構築（展開） 

・相手の立場に立って行動できる児童・生徒の育成

 4 東陽ブロック ・多様な意見や情報をもとに主体的に考え、表現できる子ど

もの育成 

・多様な人との交流を通して自他の存在を尊重し、共に成長

する子どもの育成

 5 皆川ブロック ・よりよい言語活動（話す・聞く）による他者との協働的な

学びの充実 

・目的や相手を明確に意識して筋道を立てた表現力の向上

 6 吹上ブロック ・望ましい態度で意欲的に協働的学習を行うことができる児

童生徒の育成 

・他者とのコミュニケーションを大切にし、積極的に学校生

活を送ることのできる児童生徒の育成

 7 寺尾ブロック ・研究主題「多様性を認め合い、生き生きと自己表現する児

童生徒の育成」 

栃木市教育委員会指定「人権教育実践研究校」として取り

組んできた昨年度の実践を基盤に、研究最終年のまとめを通
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　　イ　各ブロック小中合同研修会 

　　　　中学校ブロックの教員が合同で重点目標の達成に向けて研修会を実施した。 

 して、より一層小中教職員の同僚性を高めるとともに、児童

生徒の人権感覚、人権意識を高める。

 8 大平ブロック ・主体的に学習に取り組み、自分の考えを相手に伝えられる

子どもの育成 

・互いに尊重し合い、豊かな人間関係が築ける子どもの育　 

　成 

・食に関する正しい知識と、望ましい食習慣を身に付けるこ

とができる子どもの育成

 9 大平南ブロック ・教育の効果や連続性を高める教職員・児童生徒の交流・協

働の推進 

・発達段階に応じた規範意識の高揚と実践 

・自他尊重の精神の育成 

・自己有用感の育成

 10 藤岡ブロック ・いろいろな人と一緒に学びながら、自分の目標を達成した

り疑問を解決したりしていく 

・みんなのいろいろな考えを大切にしながら、話し合って決

め、力を合わせて実行する 

・自分の心や体の健康と命を守るための行動や運動を続ける

（習慣にする）

 11 都賀ブロック ・主体的・協働的に行動し、いつも笑顔の子どもの育成

 12 西方ブロック ・友達のよいところや自分の意見との違いに気づき、自分の

考えを表現することができる子どもの育成 

・基本的な生活習慣を身につけた子どもの育成

 13 岩舟ブロック ・授業改善と家庭学習の充実 

・「あいさつ・言葉遣い」のさらなるレベルアップ 

・「子どもの自己有用感を高めるための方策」を考える 

・立腰を身に付け、学習や健康の増進の意欲を高めようとす

る子ども

 No ブロック名 実施日

 1 栃木東ブロック ① 5月31日（水）② 7月31日（月）③11月 8日（水） 

④ 2月 7日（水）

 2 栃木西ブロック ① 5月31日（水）② 8月 4日（金）

 3 栃木南ブロック ① 8月 1日（火）

 4 東陽ブロック ① 6月 6日（火）② 8月 1日（火）

 5 皆川ブロック ① 5月17日（水）② 6月14日（水）③ 7月28日（金） 

④ 7月31日（月）⑤11月15日（水）⑥ 1月31日（水）

 6 吹上ブロック ① 5月31日（水）② 8月1日（火）
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【別表】学校課題・研究主題等一覧　　 

 7 寺尾ブロック ① 6月 8日（木）② 1月19日（金）

 8 大平ブロック ① 5月15日（月）② 8月 1日（火）③12月 8日（金） 

④ 1月18日（木）⑤ 1月26日（金）⑥ 3月19日（火）

 9 大平南ブロック ① 5月12日（金）② 5月16日（火）③ 8月 1日（火） 

④ 1月24日（水）

 10 藤岡ブロック ① 6月 5日（月）② 6月12日（月）③ 8月 2日（水） 

④11月13日（月）

 11 都賀ブロック ① 4月18日（火）② 5月10日（水）③ 6月20日（火） 

④ 6月21日（水）⑤ 6月28日（水）⑥ 7月31日（月） 

⑦10月17日（火）⑧10月25日（水）⑨11月15日（水） 

⑩ 2月 7日（水）⑪ 2月22日（木）

 12 西方ブロック ① 5月18日（木）② 8月 3日（木）③11月22日（水） 

④ 1月17日（水）

 13 岩舟ブロック ① 5月18日（木）② 8月 1日（火）③ 8月 4日（金） 

④ 9月15日（金）⑤ 9月21日（木）⑥12月 8日（金） 

⑦ 1月19日（金）⑧ 2月16日（金）⑨ 3月 4日（月）

 学校名 学　校　課　題 ・ 研　究　主　題 教科等 備　考

 栃木中央小 「自ら考え、学びを深める児童の育成」　

～思考力を高める指導法の工夫～

国語・社会 

各教科

 栃木第三小 自分の考えと友達の考えを比較共有し、考

えを深める授業づくり 

～各教育活動と関連を図る道徳教育の充

実を目指して～

特別の教科　

道徳

 栃木第四小 「自らよく考え、分かりやすく表現し、共

に学び合う児童の育成」～ユニバーサルデ

ザインの視点を生かして～

全教科

 栃木第五小 言葉で考え、判断し、表現する子どもの育

成 

～学習の基盤となる言語能力を育てる指

導法～

教科を特定

せずに行う

 南小 児童の表現力の育成 

～必然性のある対話活動と、教師の適切な

ファシリテーションをとおして～

全教科 
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 大宮南小 多様な意見や情報をもとに主体的に考え、

表現できる子どもの育成 

～読む力を育み、表現力を高めるカリキュ

ラムマネジメントの研究を通して～

国語科

 大宮北小 多様な意見や情報をもとに主体的に考え、

表現できる子どもの育成

各教科・領

域等

 皆川城東小 「学ぶ力と心豊かな人間関係の育成を目

的とした小中一貫教育の推進」 

～自他のよさを認め、共に学び高め合う児

童生徒の育成～

全教科

 吹上小 自分の考えをもち、学び合う子どもの育成 

～「書くこと」「伝えること」を通して～

全教科 

 千塚小 自分の思いや考えを伝え合い、自分の考え

をより深めることができる児童の育成 

～ICT 機器を活用した学び合いの工夫を

通して～

算数科

 寺尾小 自分の考えをもち、進んで表現できる児童

の育成 

～相手を意識し、聞く・話す活動を通して

～

国語科 人権教育実

践校 

（市指定）

 国府南小 多様な意見や情報をもとに主体的に考え、

表現できる子どもの育成 

～すべての子どもが分かる・できるを目指

した授業づくり～

全教科

 国府北小 多様な意見や情報をもとに主体的に考え、

表現できる子供の育成 

～自分の思いや考えをもつための言語活

動の充実を通して～

国語科

 大平東小 主体的に学び、いきいきと表現する児童の

育成 

～総合的な学習の時間の授業改善を通し

て～

総合的な学

習の時間

 大平南小 主体的に課題に取り組み　自分の考えを

表現できる子どもの育成 

―協働的な学びを通してー

各教科

 大平西小 児童が学んだことをいきいきと表現する

姿を目指して 

～主体的・対話的な視点から深い学びへの

単元デザイン～

全教科・領

域
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 大平中央小 読む力を育む国語科学習指導の充実 

～説明的な文章を通して～

国語

 藤岡小 楽しく分かる授業作りのための授業のＵ

Ｄ化の研究 

～算数の授業を通して～

算数

 部屋小 主体的・対話的な学びの中で、 

児童が考えを深め、学びを実感するための

指導方法の工夫 

～国語科の授業研究を通して～

国語

 赤麻小 自ら考え、思いや考えを分かりやすく伝え

合う力を高める指導の工夫 

～ICT（タブレット等）の活用を通して～

各教科

 三鴨小 つながりのある学びの展開 

～数学的な見方･考え方を働かせ、深い学

びをつくる算数授業の創造～

算数科

 合戦場小 自分の思いや考えを深め、表現できる児童

の育成 

～読む力を高めさせ、自分の思いや考えを

もたせる指導の工夫～

国語科

 家中小 「ひとりで」「友達と」「みんなで」学び、

考えを深める児童の育成 

～読解力の向上を目指して～

国 語 ・ 算

数・理科・社

会

 赤津小 話し合う力を高める学習指導の在り方～

深い学びの実現に向けて～

全教科

 西方小 主体的に読み解く力を高め、考えを深める

子の育成 

～読み解いたことをもとに自分の考えを

もち、伝え合う授業づくり～

国語科 学力向上推

進研究校 

（市指定）

 真名子小 思考力・表現力を育成する主体的な学びの

ある授業の創造 

～少人数指導の授業の在り方の工夫を通

して～

国語・算数 学力向上推

進研究校 

（市指定）

 岩舟小 思考力・表現力を育む授業の工夫・改善（2

年次）

国語科・算

数科

 静和小 自ら考え、判断し、表現できる児童の育成 

～基礎的・基本的な学力の育成の工夫を通

して～

国語科、算

数科
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 小野寺小 自分の思いや考えを表現する力を養う指

導の工夫 

～ふるさとを愛し誇れる児童の育成をめ

ざしながら～

国語、社会、

生活、総合

的な学習の

時間

 栃木東中 自己の学び方を考え、主体的な判断の下に

行動し、協働して学びを深められる生徒の

育成 

～教科教育に横断的に係わる道徳教育の

充実を目指して～

道徳 

 栃木西中 主体的に学びに向かう生徒の育成 

～『とち介の学び』を基盤として～

全教科等

 栃木南中 生徒が自ら課題を見つけ、自主的に学習に

取り組むための学習支援の充実

５教科を中

心とした全

教科

 東陽中 「主体的・対話的で深い学びに導く授業の

創造」 

～「学業指導」の充実と「とち介の学び」

の実践～

全教科 

学校行事

 皆川中 学ぶ力と心豊かな人間関係の育成を目的

とした小中一貫教育推進 

　～自他のよさを認め、共に学び高め合う

児童生徒の育成～

道徳・特別

活動・総合

的な学習

 吹上中 各教科等の指導における ICT の効果的な

活用 

～教科部会の活性化と、公開授業の充実～

数学科・社

会科

 寺尾中 多様性を認め合い、活き活きと自己表現

する児童生徒の育成 

―よりよい社会づくりに参画できる実践

力の育成を目指して―

全教科 

道徳 

総合的な学

習の時間

人権教育実

践校 

（市指定）

 大平中 「誰もが安心して生活できる学校づくり」 特 別 活 動

（ 学 級 活

動）

 大平南中 主体的に学び、互いに高め合う生徒の育成 

～生徒が主体的・対話的に学び合うための

授業改善を目指して～

全教科

 藤岡中 自立した学習者を育てるための授業づく

り

全教科
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＊表記につきましては、各学校から報告された文言で示してあります。 

 

  グローバル教育推進室　グローバル教育推進係  

 

１　グローバル教育に関する事業　 

(1)　グローバルデー　 

　　　複数の外国語指導助手(ALT)が終日学校を訪問し、外国語の背景にある文化体験や

ALTとの直接コミュニケーション活動等の活動を実施した。 

　　ア　実施校 

　　　　・国府北小学校 　　 10月 3日（火） 

　　　　・赤津小学校　　　　10月25日（水） 

　　　　・赤麻小学校　　　　11月 8日（水） 

　　　　・小野寺小学校　　　11月14日（火） 

(2)　グローバルアワー　 

　　 外国語指導助手（ALT）の英語による自国の文化紹介の講座をオンラインで開設し、

参加生徒が視聴を希望する国の講座を選択して受講した。 

ア　実施校 

　　・東陽中学校　10月31日（火） 

(3)　グローバル教育講演会　 

　　 地元を離れ、様々な経験を積んだ方や専門的な分野で活躍している方などの話を聞

く講演会をオンラインで開催した。 

　 ア　実施校　栃木東中学校、栃木西中学校、寺尾中学校、藤岡中学校、西方中学校 

　 イ　実施日　2月9日（金） 

　 ウ　講　師　大谷　桃子　氏 

(4)　児童生徒会交流　 

　　 ICT機器を活用して、距離の離れた学校の児童生徒同士が、互いの地域の紹介や学

校での取組について意見交換を行った。 

　 ア　実施校　藤岡中学校、滝川市立明苑中学校（友好親善都市） 

　 イ　実施日　11月24日（金）、12月11日（月） 

 都賀中 対話を通して課題解決ができる生徒の育

成 

～コミュニケーション能力を高める指導

の工夫～

全教科・領

域

 西方中 すべての児童・生徒が「できた」「わかっ

た」を実感できる授業づくり

国語・数学 学力向上推

進研究校 

（市指定）

 岩舟中 自分の考えをもち、自分らしい目標実現を

目指して、いきいきと学びに向かう生徒の

育成

全教科
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(5)　外国語指導助手（ALT）学校派遣　　 

小中学校の英語教育を充実させるため、外国語指導助手（ALT）22名を各学校に派

遣し、外国語を通したコミュニケーション力の育成に重点を置いた授業を展開した。 

小中学校ごとに訪問計画を立て、市内全小中学校へ、長期休業を除く月曜日から金

曜日に訪問した。 

延べ訪問日数    （単位：日） 

 (6)　コミュニケーションチャレンジ　　 

　　　外国語指導助手（ALT)と直接英語で話す機会を提供し、英語で話す力を直接的に確

認することで、達成感と今後の外国語学習への意欲を高めるため、市内全中学校でコ

ミュニケーションを実施した。 

　　ア　実施期間 

　　　　11月27日（月）～12月19日（火） 

(7)　学校間オンライン交流授業　 

　　　ICT機器を活用してオンラインで離れた学級を繋ぎ、英語で自分の思いや考えを伝

え合うコミュニケーション活動を行った。 

　　ア　実施校　皆川中学校、寺尾中学校　　　12月 8日（金） 

大宮南小学校、国府南小学校　 2月16日（金） 

(8)　外国人児童生徒等への日本語指導　　 

　　　日本語指導が必要な外国人児童生徒等に対して、市内拠点校の日本語教室において

の初期指導や、在籍校に指導者（日本語指導員、日本語指導サポーター）を派遣して

の教科指導を実施した。 

　　　来日直後の外国人児童生徒等に対しては、在籍校に支援者（母語支援員）を派遣し、

児童生徒の母語による支援を実施した。 

ア　日本語指導児童生徒数（対応のべ人数） 

 中学校 1,194

 小学校 3,184

 合　計 4,378

 初期指導 教科指導 計

 拠点校 29 23 52

 巡回 0 64 64

 合計 29 87 116


